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３ 要旨 

東⽇本⼤震災の被災地域における農業再⽣に向け、浜通りの稲作主体の地域で⽔稲育苗ハウス
でのブドウ栽培が注⽬されている。このため、需要の⾼い「シャインマスカット」において果房
管理技術の省⼒化を⽬的に作業時間を調査した。 

花穂整形の⽬標とする花房⻑を有した⽀梗の利⽤、花蕾数を減らす器具「テキライグシ」の利
⽤、穂軸を囲む刃で不要な⽀梗を連続的に切除する「花穂整形器」の利⽤により花穂整形や摘粒
などの果房管理作業時間が短縮された。 
                                                         

（１） 「⽀梗利⽤」の場合（図２）は⻑さ４cm 程度の花穂の⽀梗を利⽤し、その他の⽀梗を⼀度
に切除することで作業の短縮が図られ、果房管理時間は慣⾏と⽐較して 50％程度削減でき
た（図１）。 

（２） 「テキライグシ」で摘蕾を⾏った場合（図２）は果房管理時間が慣⾏と⽐較して 40％程度
削減できた（図１）。しかし、果粒密度にバラツキを⽣じ、隙間のある果房となる場合があ
るので注意する（図３）。 

（３） 「花穂整形器」を利⽤した場合（図２）は連続的な⽀梗切除により作業が短縮でき、果房管
理時間は慣⾏と⽐較して 20％程度削減できた（図１）。 
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図１ 「シャインマスカット」果房管理技術の違い

による果房管理時間比較（2020 年） 

※「慣行」の作業時間を 100 とした 
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図２ 「シャインマスカット」における省力的果房管理技術 
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図３ 「シャインマスカット」果房管理技術の違いによる収穫果 


